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発熱（r = 0.567; p = 0.0005）、CRP（r = 0.484; p = 0.003）とそれぞれ有意な正の相関を示し
た。急性期のTp-e/QTは、回復期に比べて有意に高値だったが、回復期と対象群に有意
差はなかった。また、一過性の冠動脈病変がみられた患児は、冠動脈病変がみられなかっ
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